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和の力をみんなで合わせ、世界を越えて行こう。
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対象範囲：小島プレス工業㈱
(本社・下市場工場、高岡工場、小島総合研究所、黒笹技術センター、
足助作業所)

対象期間：２０１5年１月１日～１２月３１日
（一部に、対象期間外の活動も含まれます。）

参考文献：環境省「環境報告ガイドライン(2013年版)」
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■社長メッセージ

【社是】

【長期テーマ】

人をつくり 人をまもる
対話と参加

社長メッセージ

これからも、皆様のさらなるご支援・ご指導をお願い申し上げます。

２０１５年は得意先のトヨタ自動車㈱様、仕入先各社様に支えられ、安定した生産を続けること
ができました。そして、国内での厳しい価格競争、競合他社が海外にも広がる中で、社員一人ひと
りが危機感を持ち、改善と挑戦を続けてきたことも、また一つ会社の成長につながったと感じてお
ります。

今年は会社方針に「各社・各職場の新事業領域を生み出す」と掲げました。新事業を担当する部
署だけでなく、事務・技術・技能すべての部署が一体となって同じベクトルに進んでいくことで、
海外を含めたチーム小島で成長していきたいと思っております。

また、厳しい状況の中でも収益が出せるよう世界一安いものづくりを進めていくことはもちろん

のこと、「物の命を全うせよ」「古を生かす」といった創業の精神を持ち続けて環境活動を推進し

てまいります。

今後も皆様のご理解とご支援に感謝するとともに、皆様から信頼される企業を目指していきます。
また、社員一人ひとりが切磋琢磨することで企業体質を強化し、家族・地域関係まで含めた「和」
の具現化に精進していきますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

取締役社長
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■売上高

■社員数

69.5%

6.8%

5.8%

5.4%

8.3%

設 立
所 在 地
資 本 金
従 業 員 数
売 上 高
事 業 内 容
事 業 所

1938年5月20日
愛知県豊田市下市場町３丁目３０番地
４億５千万円
１,６２３名
１,５１１億円
自動車部品製造
【本社・下市場工場】

生産準備機能、営業・生産管理、
プレス・樹脂部品の開発・設計・
生産準備・製造

【高岡工場（足助作業所）】
樹脂部品の製造

【黒笹技術センター】
電子部品の開発・設計・生産準備・製造

【小島総合研究所】
自動車部品の研究および開発

（億円）

（人）

得意先別
売上構成比

76.4%

15.2%

8.4%

2015年製品別売上構成比

2015年得意先別売上構成比
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会社概要

1388 1376

1611

1511
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トヨタ自動車
林テレンプ
トヨタ紡織
トヨタ車体
プライムアースEVエナジー
その他

樹脂部品 電子部品 金属部品

製品別
売上構成比

4.2%



4

グループ会社各社(本社)

各事業所

経営の基本的考え方

～人中心の経営～

堅実な基盤に立った
積極経営

物を大切にする、
生かす

地域社会との
融合と国際化

分社分業の
小島グループ経営

信用第一に徹しながらも、鉄から樹脂、さらに
電気・電子部品へと積極的に事業を拡大

製品・加工技術を分化し、専門的に
追求することで得意先のニーズに敏感に対応

岐阜

高岡工場

本社・下市場工場

小島総合研究所

内浜化成㈱

豊和化成㈱

真和工業㈱

テクノハマ㈱ プラマック㈱

昌和合成㈱

ハマプロト㈱

東和ブロー㈱

大和化成工業

足助作業所

黒笹技術センター

小島産業㈱

栄和倶楽部
㈱眞栄

愛知県

明和工業㈱ 協和電機化学㈱ 明光化成工業㈱

丸和電子化学㈱

地球環境資源を大切にしながら
企業としての付加価値を生み出す

経営環境の変化に応じて
できる限りのことをしていく

会社概要

愛知県

長野県

岐阜県

埼玉県 福岡県

岩手県

長野県

埼玉県

上松電子㈱

協和電機化学㈱

福岡県
小竹化成㈱

岩手県

東北KAT㈱

小竹化成㈱

■グループ会社紹介

■海外拠点 ■国内拠点

Daiwa Kasei India Private Ltd. (DAI)

PT.KOJIMA AUTO TECHNOLOGY INDONESIA (KATI)

Daiwa Kasei(Thailand)Co.,Ltd.(DAT)

小島プレス工業株式会社

東莞大和化成汽車零件有限公司 (DAC)

Kyowa America Co.,Ltd.(KAC)

D.A.Inc.(DA)

Kyomex,S.A.deC.V.(KMX)

Daiwa Kasei Europe Ltd.(DAE)



5

現在、オール小島では約1万2千点の製品を製
造しています。今日、自動車部品業界はグローバ
ル規模で競争が激化しており、当社はその競争に
勝ち残っていかなければなりません。

当社は、お客様や得意先のニーズに応えるため、
『最も良いものを 最も安くタイムリーに造る』
といった、ものづくりの原点に立ち返り、新技
術・新製品の開発に取り組んでいきます。

主要製品

■Best Hit Collectioun

最も良いものを
最も安くタイムリーに

開発材は導電繊維を樹脂含有させるこ
とでシールド性能の向上を。造りの面で
はコンプレッション成形という圧縮成形
で対応することで金属比60％の軽量化
を実現しました。

サービスプラグカバー

アームレスト性とドアの開閉操作性を
向上するために横開きに構造を変更し、
軽量化も実現。また、ビス締結を樹脂ピ
ン締結にすることで、設備レスで台車上
での組み付けを可能にしています。

コンソール

ロアアブソーバー リチウム電池拘束部品

ヒータコントロール 内装インパネ加飾部品

空力および導風形状を取り込み4部品
を1部品に一体化。組み付け作業性向上
とともにコスト低減、質量低減、燃費性
能向上を実現しました。

既存部品の樹脂枠の形状を工夫し絶縁
機能をもたせることで3部品を廃止しま
した。また、ダクト機能を周辺部品と組
み合わせることで部品点数も50％低減
しています。

めっき部分の下に拡散レンズを配置し、
LED光を照射することでぼんやり感を演
出。赤色は間接的に、青色は直接照射す
ることで立体感のある照明を実現してい
ます。

ダイレクトスパッタ加工をする際に発
生する水蒸気をなくすために冷却装置を
設置。真空排出に掛かる時間を40分低減
し、33％の原価低減を実現しました。
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『環境中期活動計画』

私達は、「品質第一主義」を貫き、常にＱ(品質)、Ｃ(コスト)、Ｄ(納期・スピード)の改善を追求し続け、お客様
の信頼と満足を向上させると同時に、環境保護全活動を積極的に展開して地域社会に貢献し、企業としての社会
的責任を果たしていきます。

◆鉄・樹脂・電子の自動車部品を製造する当社は、環境も品質の一つと位置付け、開発から設計・生産準備・生産・
納入に至るまでの各段階で品質・環境を追求し、お客様や地域社会の満足を高めます。
・お客様のニーズを的確に捉え、良いものをタイムリーに提供します
・環境影響を適正に評価し、環境負荷物質の低減、二酸化炭素排出量の削減など、環境保護活動を積極的に推進
します。

◆ISO規格やお客様の要求事項、法規則、地域との協定等を満足・順守させます。

◆目標を定めてＰＤＣＡのサイクルを回し、これらの達成と汚染の予防、及び環境保護に努めます。また、目標を
適宜レビューするとともに、統合(品質・環境)マネジメントシステムが効果的であり続けるよう、適正な監視・測

定、内部監査、是正処置などを実施して継続的に改善を進めます。

※適用範囲 小島プレス工業㈱

(本社・下市場工場、高岡工場、小島総合研究所、黒笹技術センター、足助作業所)

環境側面

スローガン『地球環境との調和を目指した人づくり、ものづくりを進めよう』

私達は「環境基本方針」に基づき将来に向けた環境活動に積極的に取り組むために、「環境中期活動計画」を制定し、
2020年に向けた中期的な環境ビジョンを記載します。

■環境ビジョン

環

境

貢

献

・実態調査

・LED照明への切換え促進

・成形機の電動化促進

・再生可能エネルギーの活用促進

・雨水利用の実現

・ノンフロン製品への切り換え

・生態系保護活動の推進

2016 2018 2019 20202017

フェーズ：②

環境負荷の軽減

フェーズ：①

もったいないの発掘

当社では、社員一人ひとりが環境への理解を深め、全員参
加による環境活動を推進するため、様々な環境教育や啓蒙活
動を通して、環境に対する理解と意識向上を図っています。

全社員には「品質・環境統合マネジメントシステムポケッ
トブック」を配布し、品質・環境方針・目標の周知と各自の
実施事項を記入するようにしています。入社時の教育や中堅
社員･新任管理職を対象としたEMS教育は、階層別教育とし
て体系化しています。

■教育・啓蒙活動

■品質・環境統合方針

（１）入社時のEMS教育
（２）内部監査員教育
（３）LCA基礎教育
（４）環境月間『エコ活動』の紹介
（５）ポケットブックの配布
（６）当社の環境保全への取り組み
（７）ECO検定取得推進

2015年度の教育・啓蒙活動

フェーズ：③

新領域への挑戦

(年)

(貢献度)
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活動項目 活動内容

主材料歩留りの向上

工程内不良率の低減

環境に配慮した設計・開発件数

CO2排出量の低減

・はんだ槽の小型化・集約
はんだの再生

・粉砕リターン

・材料別・製品別に原因を追求
し、工程内不良を低減

※新型車の立ち上げにより樹脂
成型の不良率が低下

・排熱回収チラーの導入
・射出成形機の電動化

95件

315.872t

目標 実績

98件

412.644t

鉄（改善達成率）100%

電子 67.8%

樹脂 93%

鉄 0.01%

電子 0.05%

樹脂 0.302%

100%

72.4%

94.2%

鉄 0.01%

電子 0.005%

樹脂 0.363%

評価

○

○

○

○

○

○

○

×

①

②

■ISO14001の取得

豊和化成

真和工業

ハマプロト

丸和電子化学

小島プレス工業

大和化成工業

協和電機化学

内浜化成

テクノハマ（本社工場）

総和運輸

明光化成工業

昌和合成（駒場工場）

自動車部品栄和協同組合

眞 栄

2003年 4月

2004年 12月

2005年 7月

2006年 9月

2002年 9月

2000年 8月

2001年 1月

2001年 5月

2007年 10月

2009年 3月

2006年 11月

2006年 12月

2006年 12月

2007年 8月

小島産業 2001年 8月

■ISO14001取得状況(オール小島)

●外部審査

品質と環境を統合した「統合マネジメントシステム」として
運用しています。全員参加のもと組織的・継続的な環境保全活
動に取り組んでいます。

■環境目的・目標

当社は、①環境に優しいものづくり ②環境に優しい製品・技術の開発 ③CO2排出量の低減、廃棄物低減―を軸に、
全社の環境目標として活動しています。 2015年度は下記のように活動を推進しました。

2016年度も引き続き高い目標を掲げ、活動を推進していきます。

環境マネジメント

③

開発・設計でのCO2改善量 25.796t 38.1333t ○

■エコアクション21取得状況(オール小島)

プラマック 2007年 4月

フレックスキャンパス 2004年 1月

東和ブロー 2016年 1月
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環境負荷の低減

■CO2排出量の低減

（15年）
10,940t

京都議定書

-6%達成ライン
112.6g

その結果として、CO2排出量は、京都議定書が定める
1990年比-6%を達成。またエネルギー効率を表す
原単位も向上しました。

当社では、地球温暖化問題を重く受け止め、CO2排出量
低減を生産・物流の両面から推進しています。20１5年度は、
環境保全委員会を中心に、節電活動の継続と生産工程における
固定エネルギーのさらなる削減に取り組みました。

60
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120

90年 11年 12年 13年 14年 15年

原単位(売上高)

（基準年）

売上高（千円）あたりエネルギー（CO2）原単位

■太陽光発電システム

データセンターの使用電力40kWhを補うことを狙いに、
2010年から太陽光発電システムを稼動させています。

厚生棟屋上の太陽光パネル

太陽光モニター

【一般家庭の23世帯分に相当】

発電実績 累積426,316kWh/年
(CO2換算158ｔ)
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発電量(kWh)

寄与度

(kWh) (%)

工場からのプレス音を軽減させるために工場外壁(敷地境界
側)に防音壁を設置しました。敷地境界での測定結果も騒音基
準値(豊田市との協定基準値)を下回っています。

●防音壁の設置(下市場工場)

■騒音軽減活動

●リフト作業音の軽減

リフト作業時における爪の金属音及び箱やパレットなどの
落下音を軽減させる為に、作業場には吸音マットや吸音材の
活用をしています。今後も継続して活動を進めていきます。
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環境負荷の低減(化学物質の低減)

環境負荷の低減

■廃棄物発生量の推移

99

99.2

99.4

99.6

99.8

100

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

12年 13年 14年 15年
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リサイクル率(%)

■化学物質管理体制
日本では、人への有害性、環境蓄積性防止のために、

「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」が
定められています。同様の主旨でEUでは、環境負荷物
質含有を禁止・制限するELV指令、RoHS指令などが
あり、さらにREACH規制への対応が必要になってき
ました。

2015年は塗料の洗浄に使用している洗浄シンナー
をPRTR対象物質の含有量が少ない材料へ変更するこ
とで排出量の低減活動を実施しました。

■全事業所で環境活動を推進

PRTR対象物質排出量の推移

●環境保全委員会

(%)(ｔ)

■処理・管理方法を監査

●現地確認

優良認定の有無に関わらず、グループ各社と契約しているす
べての中間処理業者の視察を年に1度以上行い、現地の状況や
書類の管理状況などを確認しています。

2015年は各事業所の事務局を主導として活動を実施。
廃棄物やエネルギーだけでなく、騒音・大気・水質など
全ての環境影響について議論を行っています。

■廃棄物発生割合

廃棄物の発生量を低減する為に、歩留まりの向上や
排出方法の見直しなどを行っています。また高い割合
を占めている廃液に関しては、配管の変更などの対策
を行い、処理量の低減を図っています。
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塩化第二鉄

E-ベンゼン

キシレン

トルエン

(t)

12年 (年度)13年 14年 15年

※2015年豊田市への報告資料を使用
（2014年4月～2015年3月）

廃液(34％)

金属付きプラスチック

(15.8％)
包装用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

(12.7％)

包装用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸA

(12.7％)
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環境保全活動(地域社会)

■地域に根付く環境活動

■豊田市の環境を保全する協定協議会

●環境取組技術支援セミナー

構成員の市内関連企業の環境取組のレベルアップや法令順守
を図ることを目的として実施。今年は当番企業として企画の立
案や司会進行などを行っています。

●産業フェスタ

●根川小学校での出張教育 ●児童から感謝の手紙

豊田市民の方々に協定協議会の活動を広く知っていただくた
めに協議会構成会社でメダカすくいやどんぐりの苗木の配布な
どを実施しました。

●廃棄物教本作成部会

（１）環境取組技術支援セミナー
（２）事例研究勉強会
（３）とよたエコツアー
（４）工場見学会
（５）産業フェスタ
（６）外部講師による講演会
（７）環境教本作成部会

主な活動内容

豊田市環境保全課を事務局とした36社の企業で構成され
ており、市内の事業者全体の環境に対する取り組み・技術の
底上げを目指すとともに市民の環境に対する理解を深める活
動を実施しています。

豊田市内の中小企業向けの廃棄物教本作成部会のメンバーと
して月1回程度で会合を実施。各社の環境点検チェック項目の
情報集約及び素案の作成を行っています。(H28.3月完成予定)

「人に優しくできる人は環境にも優しくなれることが分か
りました」など温かいメッセージが書かれた感謝の手紙をい
ただき、地域社会とともに活動を行うことの大切さをより感
じることができました。

<協定協議会とは>

根川小学校の環境教育の一環として、小島プレスの「工場
におけるエコ活動」について出張教育を実施しました。児童
からもたくさんの質問が寄せられ、交流を図ることができま
した。

(廃棄物教本)
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【効果】

灯油(蒸気ボイラー) 162,027L/年⇒101,657L/年
電気 167,065kWh/年⇒211,957kWh/年
(差)灯油：60,370L/年(152.8t-CO2) 

-電気：44,892kWh(16.6t-CO2)  = 136.2t-CO2

環境保全活動

■排熱回収チラーの導入によるエネルギー低減(高岡工場)

●とよたビジネスフェア 講演会

■社外PR活動

●メッセナゴヤに参加
ポートメッセなごやで開催された「メッセナゴヤ2015」やとよたスカイホールで開催された「とよたビジネスフェア」に当社

も「マイクロ水力発電」の展示を行いました。ブース内の企業紹介にはpepperを活用し、異業種との交流を図りました。
とよたビジネスフェアでは、マイクロ水力発電を事例に挙げ講演を行い、工場の水力を活用する重要性についてPRしました。

。
環境保全事例の紹介

（成形工程）

塗装ﾌﾞｰｽ

24℃
60%

・熱のムダ

・灯油の使用

排 熱 多

冷却水槽

成形機冷却水の排熱は、クーリングタワーから
大気に捨てられている。

【変更前】

（塗装工程）

ボ
イ
ラ
ー

冷却水槽

ボ
イ
ラ
ー

塗装ﾌﾞｰｽ
24℃
60%

排熱回収HP

温水

38℃

空冷チラー

（夏季・

中間季）

「排熱回収ヒートポンプチラー」を導入。冷却塔で捨てられ

ていた低温排熱を利用して、塗装ブースの空調に活用する。

⇒冬季休止中の冷却コイルに温水を流し、外気を余熱

（特許第5346828号「空調システム」）
ボイラー加温の補助を行い蒸気使用量を削減(灯油消費を削減)

塗装ブースの加温・加湿のため、多量の
灯油を消費している。

【変更後】
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■消火競技会へ出場

防火デーに合わせて安全確保、消火作業、避難訓練を就業
時間に実施。地震速報装置の社内放送を聞いて、社員だけで
なく、来客者や工事作業員、清掃員まで訓練しました。

■防災訓練の実施

●防災訓練の実施 ●消火競技会へ出場

社会側面

取締役会

環境保全活動 社会貢献活動

環境保全事務局

廃棄物低減活動 物流改善活動

CSR推進体制

リスクマネジメント

競技を通して消火器の取扱いやケガ人救護の方法を学ぶ
ことを目的として、新入社員を中心に小島プレスから15人
の選手が出場しました。

コンプライアンス

推進活動

リスクマネジメント

対応活動

エネルギー

低減活動

環境負荷物質

低減活動
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■未然防止による不良低減■自工程完結 発表会の開催

■仕入先と共に難局越える ■質の追求で不具合ゼロへ

●品質機能会議 ●品質管理大会

後工程やお客様に迷惑を掛けないように全ての品質・工程
は自部署で完結させるための活動を推進しています。

当社の品質活動を理解していただき、活動に対して大きく
貢献した仕入先に対し、賞を贈りました。

トヨタ自動車㈱調達部の新入社員１２人が樹脂部品のサ

プライヤー代表として高岡工場を見学されました。新人研
修の一環として毎年実施されています。

●ＴＭＣ調達部の新入社員来社

■見学の受け入れ実施

海外各拠点の代表者による拠点長会議を開催し、情報共有
を図っています。今後もチーム小島で一丸となって活動を進
めていきます。

■チーム小島の充実

●自工程完結事例の発表会 ●担当役員による品質総点検

問題を発生させる前の生準段階で不具合を振り返り、対策
することで不良発生の未然防止に努めています。

2015年の品質状況の活動報告を行い、2016年の品質方針
が示され、全社一丸で品質を守り抜く意識を高めました。

●チーム小島 拠点長会議

お客様とともに
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お客様とともに

■トヨタグローバル仕入先総会にて2賞受賞

●2016年トヨタグローバル仕入先総会

なかでも原価改善優秀賞は36年連続受賞となりました。今
後も得意先にとってなくてはならない会社であるために活動を
続けていきます。

トヨタ自動車㈱の２０１６年トヨタグローバル仕入先総会
が、名古屋国際会議場で開かれました。国内外から多くの仕
入先が集まる中、当社は原価改善優秀賞、ＴＮＧＡ推進優良
賞の２つの部門で受賞しました。

■こじま展の開催

お客様に必要とされる製品を造り続けるために、展示場を本社内に設け、会社概要の紹介やプレゼンを行っています。
今後もシンプルで分かりやすい展示を目指してまいります。

■人とくるまのテクノロジー展への出展

横浜市のパシフィコ横浜で「人とくるまのテクノロジー展」が開催され、当社のブースにも多くのお客様にお越し
いただきました。今後も様々な場で人・車・環境が共存した技術を提案してまいります。
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■社内の教育制度を強化

教養ある人材を育成する場として「こじま教育センター」
を開校し、内製で運営しています。開校式では、社内の指導
員に対して小島社長の講話を行いました。

■スピードを持った意志疎通

●オール小島へのライブ配信

8月より朝礼を始めとする各種イベントにおいて、オール小
島へのライブ配信がスタートしました。同じ日に最新の情報を
共有することで全社員のベクトルを合わせていきます。

●太極拳の開催

■健康管理活動

■技能五輪大会への挑戦

●技能五輪大会

第53回技能五輪全国大会（機械製図職種）に、人事課の山本
さん、吉本さんが愛知県代表選手の一人として出場しました。
今後も世界レベルで活躍できる人材育成に努めていきます。

●社長講話

■福利厚生施設の活用

●やわらぎ森のスタジアム
オール小島の社員やその家族のための福利厚生施設として、

「やわらぎ森のスタジアム」を設営し、社員の健康で健全な
体をつくる場として活用しています。

社員とともに

運動するきっかけづくりの一つとして健康管理センターに
専門のトレーナーを招き、隔週金曜日に太極拳、毎週水曜日
にリフレッシュエクササイズを行っています。

●健康管理センター(企業内診療所)

生活環境の改善を目的とした禁煙や運動の指導、メンタル
ヘルスの向上などの指導を行っています。今後も安心して働
ける企業作りを進めています。
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トップが現地現物で各職場を確認し、安全衛生活動の進捗状
況の確認・指導を行うことで、安全意識の徹底を図っています。

●委員長(担当役員)による安全点検

■オール小島安全衛生委員会

災害の種類ごとにテーマを決め、テーマ別でのグループ研
究会を行うことで、より迅速に災害対策を実施できるよう努
めています。

社 長

オール小島総括安全衛生管理者

オール小島
安全衛生委員会

小島プレス
安全衛生委員会

小島プレス

安全管理者

衛生管理者
安全運転管理者

各部門

各部門

グループ
各社

交通安全委員会

交通安全委員会

オール小島

産業医・看護士

各部門

社長

各部門各部門各部門

グループ
各社

安全 組織図 ■トップによる安全点検

●オール小島交通安全大会

豊田警察署の副署長と課長をお迎えして、
安全運転に対する講演をしていただき、
交通事故撲滅に対する意識を高めました。

●交通安全委員会

日々の事故事例から傾向をつかみ、対
策を実施しています。今後も交通事故撲
滅を目指し、活動を進めていきます。

●社長による安全点検(各事業所年2回)

■交通事故撲滅に向けて

●オール小島安全大会

■オール小島安全大会

日本クレーン協会東海支部の事務局長をお迎えして講演会
を実施するなど、安全意識の向上を図る活動を行うとともに、
活動の振り返りを行うことで安全への決意を新たにしています。

社員とともに

●ドライブレコーダーの導入

すべての社用車にドライブレコー
ダーを導入することで、安全意識の
向上を図っています。
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■中国・青海省から技術研修生を受け入れる

■各国の文化交流を深める

中国青海省から研修生の受け入れを始めて今年で９年目。
研修生は技能・技術の習得に積極的に挑戦しています。2年
間の教育を終えて、帰国後も活躍しています。

●研修成果報告会

アジア各国より留学生を受け入れ、こじま留学生寮を提供
しています。この受け入れは帰国後も国境を越えて交流が続
くことを願って実施されています。

当日は1300人におよぶ参加者が集まりました。日本から
は南山大学の学生も参加し、青海省の学生との文化交流を楽
しむなど相互理解を深めました。

●現場実習

■アジア各国から留学生の受け入れ

●工場見学●青海日本文化交流のつどい

中国駐名古屋総領事館の丹増朗傑副領事をはじめ多くの来
賓を迎え、第9回日本語弁論大会を開催しました。
生産技術だけでなく、日本語の習得にも取り組んでいます。

■やわらぎのつどいにて演舞を披露

●KACの社員がメキシカンダンスを披露

TOPICS

「グローバル交流の祭典」をコ
ンセプトに掲げ、第42回やわらぎ
のつどい～こじまフェスティバル～
が盛大に開催されました。
今年はメキシコから社員が参加し、
メキシカンダンスを披露するなど、
ますますグローバルを肌で感じら
れる大会になりました。

国際交流

●海外拠点スタッフと交流
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■こじま福祉会の活動

豊田警察署の交通課、生活安全課の警察官と一緒にパトロー
ルを実施しました。パトロールマニュアルの確認に同行するこ
とで、子ども目線で危険場所を確認しました。

豊田警察署と地域住民、こども園園児、当社の新入社員が
一緒になり、運転者に対して、園児手作りのチラシを渡して
シートベルト着用を呼び掛けました。

●豊田市さくらワークス

豊田市とこじま福祉会の官民一体の身体障害者通所授産施
設さくらワークス(現在の豊田市さくらワークス)では、施設
生活訓練や就労訓練を中心に活動を行っています。

●自立と感謝のつどい

●ちびっこパトロールの実施 ●シートベルト着用の呼び掛け

地域観桜会や納涼盆踊り大会などの
イベントを開催しています。地域住民
の方々と交流を深めています。

■地域住民との交流

●地域清掃●地域観桜会

・自社活動
（１）地域清掃
(各事業所周辺および地元神社)
（２）防犯活動意見交換会
（３）防犯パトロール
（４）納涼盆踊り大会
（５）観桜会

・地域のイベントに参加
（１）ふれあいフェスティバル
（２）朝BAKE

地域との交流活動(抜粋)

地元神社や会社・寮周辺の地域清掃に
も積極的に参加し、町を自主的にきれい
にする活動を行っています。

感謝の気持ちを示す「第１３回自立と感謝のつどい」を、豊
田市さくらワークスにて開催しました。式典には、愛知県の堀
井奈津子副知事や豊田市の太田稔彦市長をはじめ、多くの来賓
の方が参加されました。

地域社会とともに
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エネルギー

使用水量

原材料

事業活動

ＩＮＰＵＴ ＯＵＴＰＵＴ

開発/設計⇒調達⇒製造⇒輸送

生 産 製品

40,346kg

移動量
廃棄物

（塗料カス・汚泥）水系排出

大気放出

PRTR対象物質取扱量

■物質・エネルギー収支

■PRTR対象物質収支

・鋼板 7,947,216kg
・樹脂材料 6,430,909kg
・PRTR対象物質

98,250kg

排水量 52,468kl

※PRTRに関する数値に関しては
201４年4月～201５年3月の数値を
使用しております。

環境データ

CO2排出量 10,940t

金属 841t
樹脂 320t
その他 79.8t

＊埋立て 0kg
＊焼却（生産系） 0kg
＊焼却（生活系） 320kg

廃棄物 1.241t

・電気 26,006,115kwh
・灯油 228,851L
・LPG 160,318kg
・都市ガス 110,595㎥

・市水 28,110kl
・工業用水 51,397kl

PRTR物質排出量 57,904kg

・大気放出量 29,484kg
トルエン 24,908kg
キシレン 4,396kg
Ｅ－ベンゼン 180kg

・移動量 2,702kg
トルエン 2,177kg
キシレン 406kg
鉛 119kg

・塩化第二鉄 9,450kg
・廃棄物

塗料カス 14,448kg

98,250kg

29,484kg

9,450kg 16,268kg 2,702kg
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【本社・下市場】

１．大気

２．水質

１．大気

２．水質

【高岡】

環境データ

設備名 項目 基準値 測定値 評価

ばいじん排出量 0.3g/N㎥ ― ―

窒素酸化物濃度 180ppm 28 ○

ばいじん排出量 0.3g/N㎥ ― ―

窒素酸化物濃度 180ppm 32 ○

吸収式冷温水機

吸収式冷温水機

最大 最小

PH 5.7～8.7 8.1 6.2 ○

BOD 300 82 3 ○

SS 300 22 2 ○

○

○

○

○

亜鉛 2 0.92 0.01 ○

窒素 150 5.9 0.5 ○

燐 20 2.9 0.005 ○

基準値
測定値

評価

5

30

0.5

12

0.5

0.6

項目

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ
(鉱油)

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ
(動植物油)

設備名 項目 基準値 測定値 評価

ばいじん排出量 0.3g/N㎥ 0.003未満 ○

窒素酸化物濃度 180ppm 82 ○

ばいじん排出量 0.3g/N㎥ 0.003未満 ○

窒素酸化物濃度 180ppm 73 ○

ボイラー
Al-750SK

ボイラー
Al-750ZS

最大 最小

PH 5.8～8.6 7.8 6.8 ○

BOD 15 7 0.5未満 ○

SS 15 10 1 ○

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ 2 1 0.5未満 ○

銅 0.5 ― ― ―

亜鉛 1.5 0.68 0.06 ○

クロム 0.5 ― ― ―

窒素 60 32 7 ○

燐 8 4.3 0.79 ○

COD 160 ― ― ―

項目 基準値
測定値

評価

0.3g/N㎥

180ppm

180ppm

44

48

8.1

0.3g/N㎥

120

60

0.5

7.6

1.3

6.8

0.67

6.2

19

1

0.5

0.5

0.01

0.3

0.02

○

0.3g/N㎥

180ppm

0.3g/N㎥

180ppm

0.003

73

0.004

81

■環境測定データ

○

7.8 7.3

11

10

0.5未満

2

0.5未満0.5未満

0.84 0.04

51

4.9 0.59

3.2

○
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